
改訂第２版　序

本書の初版の発行は2003年である．それから５年が経過し，あらためて読み返してみると，その

後の研究の進展の早さに驚かされる．特に自然免疫系の研究の発展は，それまで不明な点が多かっ

た自然免疫系における異物認識の分子機構を明らかにしただけでなく，獲得免疫系の起動における

自然免疫系の重要性とその作用機序を分子レベルで明らかにしつつある．獲得免疫系の研究におい

ても新たなヘルパーＴ細胞としてTh17が発見されるなどさまざまな進歩があった．そこで，お忙し

いことを承知で各章の著者の先生方に再びお願いし，最新の知見を盛り込んだ改訂版を作成いただ

いた．また，研究の進展によりその重要性がますます明らかになりつつあるレクチンに関しては新

たな章を設けた．

初版で強調した，免疫反応の「場」の重要性は広く認識されることとなり，免疫担当細胞の個体

内での動態の研究が盛んに行われている．これまでの多くの重要な研究成果が試験管内における分

子細胞生物学を駆使した研究から生まれてきたことは確かであるが，免疫系の全体を理解するため

には細胞の動態を理解することが欠かせない．２光子顕微鏡や一分子イメージングなどの最近の技

術革新は，かつて夢物語であった生体内での細胞の動きを実時間で観察することを可能にしつつあ

る．分子レベルにおいても一分子を観察する技術が細胞内の一分子の観察にまでおよんだことは今

後のさらなる発展を予感させる．まさに免疫系を四次元で理解することが可能になりつつあるとい

えよう．

「場」の考え方をさらに深めてゆくと，それぞれの「場」の微小環境の違いも浮き彫りにされてく

る．肺と腸管とではその酸素分圧を始めとした環境に大変な違いがみられる．常在菌と宿主の相互

作用も無視できるものではない．同一のT細胞クローンが異なる「場」で抗原に出会うとどのよう

な免疫反応の違いに結びつくのか，このような疑問にも答えられる時代になりつつある．さらに昨

今のゲノム科学の進歩は免疫反応の個体差，遺伝的背景の違いによる反応の違いの理解にも踏み込

む材料を与えてくれる．

多くの難治性疾患が免疫関連疾患であることはよく知られるが，これらの疾患の解決に向け，今

後はヒトの免疫系の理解を進める研究を推進することが重要である．研究手法の発展により，ヒト

の免疫研究は以前と比較して容易になりつつある．このような背景から，基礎研究者と臨床家が共

同し，ヒト免疫学を発展させることが強く求められている．それが，これまで手をつけることが難

しかった免疫関連疾患の根本的な治療法の開発にもつながってゆくと期待される．

初版と同様，本書全体としては自然免疫から獲得免疫に至る道筋，免疫反応の「場」の重要性，

基礎免疫学と臨床免疫学の接点と今後の方向性，等を強調して構成したつもりである．しかし，そ

れでもカバーしきれなかった論点が多々あると思われる．読者諸氏の率直なご批判をいただければ

幸いである．本書を通して，読者諸氏が免疫系の理解を深め，さらにその研究にも興味をもってい

ただけること，そして若い読者が免疫学研究に参加していただけることを深く熱望する．
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